
　中学校の校長先生より、校内に自動販売機を設置するようにできないかとの声が寄せられた。設
置できれば、さらなる利便性の向上が図れるという現場からの声を受け、他都市の実態調査。設置
した他市で行ったアンケート実施結果では、79.6％の保護者、生徒が導入してよかった。教師など学
校関係者の反応は、熱中症対策に役立つのでよかった、災害時にも役立つと感じていると好評。本市
においても、市立中学校等への自動販売機設置を推進すべきである。

　自動販売機を設置することで、 行政財産の貸付収入として自主財源の歳入確保が図られ、利点が
多いものと考えている。 一方、生徒が学校へお金を持ってくることとなるため、適切な金銭の管理
方法、自動販売機の適切な利用のルールを教職員とともに生徒も主体的に議論に参画することで
解決を図っていくことは、 重要な教育活動にもなり得ると捉えている。中学校への自動販売機の設
置は、学校の要望も聞きながら設置していくよう検討していく。
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さいたま市議会１２月定例会が、１１月２５日～１２月１８日までの２４日間の
会期で開催されました。今定例会では、関ひろみが一般質問をしました！

　学校体育館へのエアコン設置に向けた議論を公明党が一貫してリードしてきた。緊急防災・減災
事業債(*緊防債)が5年延長となった場合、市としてはどのように対応するのか。この５年間を最大
のチャンスと捉え、指定避難所となっている小中学校161校全ての学校体育館へエアコンを設置す
べきと考える。
*緊防債とは、東日本大震災を教訓として、全国的に緊急に実施する必要性が高く、即効性のある防災、減災等のための事業のうち、
住民の避難、行政・ 社会機能の維持及び災害に強いまちづくりに資する地方単独事業を対象とする地方債のこと。

　緊防債の活用は非常に有効である。緊防債の期限が延長された場合、この機会を生かして学校体
育館へのエアコン整備を進めることができればと考える。延長が正式に決まった場合、 財政負担に
ついて関係課との検討、協議を進めながら、計画的かつ段階的に整備していく必要があると考える。
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皆様のご意見・ご要望を関ひろみまでお気軽にお聞かせください。
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　現在、市立高等学校 4 校に於いて学校体育館への空
調設備の設置工事が進め
られており、先行して供用
開始予定の市立浦和高校
の現地視察を行いました。
　指定避難所となる市立
小・中学校体育館への空
調設備の設置が早期に実
現できるよう、更に取り組
んでまいります。

　現在、市内５つの小学校で防災頭巾から防災ヘルメットへの転換が進んでいる。市教育委員会に
あっては、各学校長に対し防災頭巾から防災ヘルメットへと施策転換できるよう、さらなる指導と
協力を働きかけていくべきではないか。

　現在、多くの学校で使用している防災頭巾は、地震や火災の災害時に重量のある落下物など過度
な衝撃に対しては、対応し切れない場合もある。既に導入している学校からは、 安心感が高まったと
いう保護者の声。今後も校長会等において、防災ヘルメットを導入している学校の情報を各小学校
へ周知し、防災ヘルメットの導入を推進していく。 

　現在、市内の通学路における防犯カメラの設置台数は２校２台。
どこの地域も、皆様の御協力なしでは設置は成り立たない。さいた
ま市も、ぜひ子供たちの安全を第一に通学路の危険箇所への防犯
カメラの設置をさらに推進すべき。
 
　通学路への防犯カメラの設置は、初めに学校、保護者等が通学路
安全点検を行い、 その結果、学校から防犯カメラの設置要望が提出
された場合、教育委員会、警察、道路管理者などの合同点検を実施。
防犯カメラの設置が有効な安全対策と判断された場合、地域の皆様と協議を行った上で設置を進
めている。今後も児童生徒の安全確保に全力を尽くす。

　現在、子供たちが体調を崩し学校を休む場合、通学班の方にお願いし連絡帳を学校に届けてもら
い、下校時に近所の生徒らが連絡帳を持ってきてくれることが多い。この当たり前のように思えた
連絡帳のやり取りに、感染拡大を危惧する声が寄せられている。早急な連絡帳を含めた学校事務連
絡のデジタル化が必要と考える。

　現在の市立学校の欠席、遅刻の連絡方法は、約32％がデジタルで行っている。４月以降における
市立学校の学校事務連絡については、100％デジタル化を目指す。一方で、学校教育においては、対
面での相談が大変重要。デジタルに頼るだけでなく、保護者の方々が安心して学校と連携できる体
制を整え、未来を担う子供たちの豊かな成長に全力を尽くす。

学校体育館にエアコン設置を実現！！

子どもの命を守る防災対策について子どもの命を守る防災対策について

通学路における防犯カメラ設置について通学路における防犯カメラ設置について

学校関連のデジタル化と教員の負担軽減について学校関連のデジタル化と教員の負担軽減について


